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市民の皆さんが健康であってほしいと願い、関市保健セ
ンターの職員が「しあわせヘルスプロジェクト」から３つ
の取り組みを紹介します。

健康寿命を
　   のばそう！！

照会先　関市保健センター（☎２４－０１１１）

02

歩数は手帳にメモしましょう。
期間終了後は、結果報告ハガキに記入
して提出してください。

見事、達成された方にはオリジナル認
定証を差し上げます。
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あなたはどのメニューにしますか！？

しあわせヘルスプロジェクト

私は
せき＊しあわせ

健康宣言！
僕は

せき＊しあわせ
ヘルスマイレージ！

私は
せき＊ミリオン
ウオーキング！

せき＊ミリオンウオーキング

「ウオーキングを始めたいけど、何か
目標があるといいかも」という方に
は、ミリオンウオーキングがおススメ！
ミリオン手帳の登録ハガキでエント
リーすれば、あとは毎日歩くだけ！

「１００万歩って・・・」

歩幅が60センチとして

６００キロ！東は岩手県花

巻空港、西は熊本県阿蘇山

までの距離になります。

毎日８４００歩とすると約４

カ月で達成する計算！

内　容 前　期 後　期

取組期間 H26年4月～8月 H26年9月～H27年1月

報告締切 H26年9月8日 H27年2月9日

認定書授与 H26年10月 H27年3月

☆実施期間☆

皆さんも100万歩めざして

　　　レッツ チャレンジ！！



関市保健センター、各地域保
健センター、西部支所、各地
域事務所、市役所（国保年金
課、高齢福祉課）、わかくさ・
プラザ（スポーツ推進課、生
涯学習課）

ヘルスマイレージポイントカード

を手に入れましょう！

マイルステーションはこちら

５人１組でチームを組み、1カ月間のウオーキングした歩数を競います。歩数計の貸し出しもします

ので、職場の仲間と気軽に参加ください♪

●対　　象 市内企業や官公庁などにお勤めの方　※年齢不問 　※企業内で何チーム出されてもOKです。

　協賛していただいた企業などの皆様のご協力により、素敵な賞品をプレゼントします。
（年１回抽選を行います。どれが当たるかはお楽しみ♪抽選に外れた方にも記念品を贈ります。）

●参加方法

●募集期間

●取組期間

●表 彰 式

①申込書に必要事項を記入し、関市保健センターへファックスまたはメールにて提出してください。
②保健センターより後日、「記録用紙」、「報告用紙」を送付します。
③歩数計で毎日の歩数を計測し、記録します。
④取組期間終了後、「報告用紙」に記入して関市保健センターへファックスまたはメールにて
   提出してください。

8月1日(金)～9月30日（火）

10月1日(水)～31日（金）

上位３チームを表彰します（平成27年3月予定）
※表彰式後に健康講演会を予定しています。日程につきましては後日お知らせします。

せき＊企業対抗ミリオンウオーキング
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ポイントが

貯まったら

応募して

ください！！

※協賛企業などのお名前や抽選で当たる賞品などは、市ホームページやポスターなどに掲載しています♪

３０ポイント貯まったら、マイルス
テーションに設置の「しあわせポ
スト」に投函。（または関市保健
センターへ郵送）

＜応募期限＞

１回目　平成２７年４月１０日

２回目　平成２８年４月８日
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ポイントカードは
マイルステーションや
ポイント対象事業
などで配付します。

事業に応じてポイントがたまります。
健診受診時にはポイントカードをお忘れ
なく！

事　業　名 ポイント数

がん検診（1種類ごとに）、歯科健診 5

人間ドック、脳ドック 5

特定健診 5

ぎふ・すこやか健診 5

特定健診結果・糖負荷試験結果説明会 3

しあわせヘルスプラン地域説明会 2

ミリオンウオーキングの登録・達成 2・3

ウオーキング教室 2

ヘルシー栄養教室、いきいき教室、
歯周病予防教室

2

ヘルスアップ教室、健康づくり教室、
まめかな塾

1

献血 2

事　業　名 ポイント数

せき*しあわせ健康宣言「登録者」 3

なるほど健康講演会 2

こころの健康講演会(9月）、
健康講演会(3月）

3

出前講座 2

ロコトレ教室 1

シニアのための筋力向上トレーニン
グ教室

1

はもみん・はつらつウオーキング 2

成人学校（健康づくりに関する講座） 1

さわやか学級
（健康づくりに関する講座）

1

地域で開催される健康事業
（随時登録）

2

☆対象事業とポイント数☆

しあわせヘルスプロジェクト

せき＊しあわせヘルスマイレージ
健診や健康づくり事業へ参加して

ポイントを集めよう！！

ポイントを集める！！



開設団体 No 講　　座　　名 講　　　師（敬称略） 開催日時など 申込期日

武儀医師会
(５講座）

　

1 糖尿病について 大前医院長 大前一浩
月・木の午後

１時半～

開催予定日
の１カ月前

2 胃がんとピロリキン
石木クリニック医院長
石木佳英

木・土の午後～

3 心臓疾患について 岡田医院長 岡田太郎 木・土の午後～

4 アレルギ－性鼻炎の最新情報
さいとうクリニック
医院長　斉藤正治

水・土の午後～

5 乳がんについて
大高クリニック医院長
大高克彦

木・土の午後～

関歯科医師会
(５講座）

6 乳幼児からの虫歯予防 関歯科医師会会員 応相談

開催予定日
の１カ月前

7 学童期の虫歯について 関歯科医師会会員 応相談

8 歯周病と全身疾患の関係 関歯科医師会会員 応相談

9 ８０２０を達成するために 関歯科医師会会員 応相談

10 高齢者の口腔機能について 関歯科医師会会員 応相談

関薬剤師会
（３講座）

11 薬物乱用防止　禁煙　薬の飲み方　薬食同源
くすりのはるか　
薬剤師　中嶋恵子

応相談

開催予定日
の１カ月前

12 薬物乱用防止　禁煙　薬の使用方法（塗り薬）
みどり調剤薬局　
薬剤師　佐曽利茂生 

応相談

13 薬物乱用防止　禁煙　薬の飲み方　
ウラタ薬局仲町店　
薬剤師　浦田悠宇

応相談

■関市健康づくり出前講座一覧表（29講座）

しあわせヘルスプロジェクト事業では、健康につい
て学習する「健康づくり出前講座」も行います。講
師に医師、歯科医師、薬剤師、大学教授の方々を迎
えて開催します。

健康づくり出前講座
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受付けた健康宣言シートは、わかくさ・
プラザ学習情報館（エントランスホー
ル）で展示するほか、市ホームページに
掲載します。
※展示期間は平成２７年３月３１日まで

広報せき 2014.8.1

せき＊しあわせ健康宣言

お近くの健康宣言シート配布場所で、シートを受け取ってください。
シートに記入したら、『しあわせポスト』に投函するだけ！！　
ファックスやメールでも受け付けていますよ。
（※募集期間は平成２７年１月３１日まで。）

シート配布場所はこちら
関市保健センター、市役所（国保
年金課、高齢福祉課）、各地域保
健センター、わかくさ・プラザ（ス
ポーツ推進課、生涯学習課）、西
部支所、各地域事務所

皆さんも実行する(したい)健康づくり
を宣言してみませんか！
健康宣言の内容は、「毎日ウオーキン
グする」、「がん検診を受ける」、「毎
食、野菜や海藻を食べる」、「お酒を
控える」など・・・ご自身の健康目標
であれば何でもＯＫですよ。

H26.7.1現在



開設団体 No 講　　座　　名 講　　　師（敬称略） 開催日時など 申込期日

岐阜医療科学大学
（９講座）

　

14 家庭でできる感染予防 山岡一清 学部長　教授 応相談

開催予定日
の１カ月前

15 更年期の女性の心と体の健康 岡田由香 教授 応相談

16
介護予防で心も地域も生き活きー死ぬまで寝たきり
にならない !

薬袋淳子 教授 応相談

17 健康食品と薬の飲み合わせ 石黒啓司 教授 応相談

18
臨床検査値からみる”健康”～データは健康状態を
語る～

高崎昭彦 教授 応相談

19 放射線が与える生物への影響 櫻井智徳 准教授 応相談

20 遺伝子組み換え食品の安全性 羽賀新世 准教授 応相談

21 食中毒にまつわる怖い話 中山章文 准教授 応相談

22
「ココロの健康に音楽を　～誰でもなりうるうつ病
の理解と予防～」

矢野優 講師 応相談

中部学院大学
（7講座）

23 ダイエットを考える 石川淑人 教授 応相談

開催予定日
の１カ月前

24
『ロコモって何？　今日からできる！ロコモ予防体
操！』　

水野かがみ 教授 応相談

25 身体を動かしやすくするためのストッレッチング 西嶋力 准教授 応相談

26 足の健康を考える 笠野由布子 助教授 応相談

27 子どもの安全と健康を守る 今井七重 教授 応相談

28 ストレスとうまくつき合おう 横山さつき 准教授 応相談

29 よりよい眠りのためのエッセンス 真鍋智江 講師 応相談

開設団体 No 講　　座　　名（講座内容） 講　　　師 開催日時など 申込期日

関市保健センター
(４講座）

1 お口の健康づくり（歯周病についてなど） 歯科衛生士 応相談

開催予定日
の１カ月前

2
いきいき健康づくり（健康づくりのポイント学習な
ど）

保健師 応相談

3
高齢者のための食生活（まめに暮らすための食生活
など）

栄養士 応相談

4 食と健康（生活習慣病予防のための食生活など） 栄養士 応相談

しあわせヘルスプロジェクト

■開催までの流れ　

※下記の講座については、生涯学習課（☎23-7777）へ申し込みください。	
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実施団体 保健センター 実施団体保健センター 実施団体実施団体

受講したい
講座名を決
めてくださ
い。

申込期日ま
でに、講座
名・希望開
催日を保健
センターへ
申請してく
ださい。

開催日を通
知します。

保健セン
ターへ参加
者人数を
報告くださ
い。

開設団体と
日程等を調
整します。

講座の開催
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平成26年度

後　期

No. 種別 団体名 事業名 交付決定額

1 きらめき レコネンド 人と人がより仲良くできるイベントを企画、創作を通して人
が繋がり、地域がより仲良くできる環境づくり 332,000

2 きらめき 子育て支援パン教室ソレイ遊 パン作りを通した子育てママたちの交流事業 301,000

3 きらめき 武儀のむかし話
伝説ロマンウォーク会 武儀のむかし話第三弾　昭和・平成編刊行事業 498,000

4 きらめき 上之保グリーン・ツーリズム協議会 農山村体験事業 358,000

5 きらめき NPO法人自然、生活共生会 武芸川エコツーリズム 400,000

6 きらめき 武芸川てらっこ運営委員会 多世代憩いの広場　武芸川てらっこ事業 210,000

7 いきいき （公社）日本3B体操協会 スポーツ教室（小学生向け）の開催事業 130,000

8 いきいき ふる里かみのほ応援隊 上之保ふるさと会員企画・運営事業 400,000

合　　　計 2,629,000

●日時

●場所
●定員
●内容

８月19日（火）午後7時～9時（午後6時30分開場）
武芸川生涯学習センターホール
300人（先着順・参加無料）
■基調講演「インフラ老朽化問題は解決可能か」
　講師：根本 祐二　教授（東洋大学）
■パネルディスカッション　
モデレーター：根本 祐二 教授
パネリスト：
円満 隆平 教授（金沢工業大学）
飯尾 良英 教授（中部学院大学）
尾関 健治（関市長）

平成26年度　関市きらめき・いきいき市民活動助成金　交付決定団体一覧表（前期）

なぜ今、公共施設の再配置を考えるのか？

公共施設再配置シンポジウム

隠れた負債を子どもたちに残さないために

関市役所本庁舎

・子育て支援センター
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生ごみを減らしましょう

ダンボールコンポストで
親子で楽しく　生ごみ減量化を
始めてみませんか

ダンボールコンポストの講習会を開催します

生ごみ堆肥化装置などを購入したとき

●必要な分だけ買い物をしましょう
●残さず食べましょう
●しっかり水を切りましょう
●家庭で生ごみを処理する

　家庭から出る燃えるごみの内、「生ごみ」

が大きな割合を占めています。環境に優

しい生活を実践するため、次のような取

り組みから始めてみてはいかがでしょう。

 生ごみを減らす取り組み

生活環境課　☎２３－７７０２照会先

　関市型ダンボールコンポスト（グリーンダン
ボくん）の購入に対して
７月 1日（火）から補助を始めました。

　ダンボールコンポストを始めたい市民の皆さんを対象に講習会を開催します。

　家庭内での生ごみリサイクルと、庭木の剪定くずなどの有効利用を促進するため、生ごみ
処理装置およびガーデンシュレッダーなどの購入費について、一部補助をしています。補助
額は、「装置などの購入に要する経費の 2 分の 1 以内の額（100 円未満切り捨て）」で、下
記のとおり限度額があります。
　なお、４月購入分から電気式生ごみ堆肥化装置の限度額を現行 20,000 円から 25,000 円
に引き上げました。また、５年以上の経過による買い換えも補助の対象としました。

■関市型ダンボールコンポスト（グリーンダンボくん）の内容
　・器材（ダンボール製）････ 本体、蓋、脚
　・母材 ････ 腐葉土　＋　竹チップ
　・保護ネット ････ 麻袋
■販売価格　１セット２００円（購入者負担額）
　　　　　　※製作費の一部を市が負担しています。
■販売箇所　●めぐみの農業協同組合　下記の市内４店
　　　　　　　田原支店、せき金竜支店、洞戸支店、
　　　　　　　関農業サポート津保川営業所
　　　　　　● NPO 法人ふれあいマーケット楽市楽座
　　　　　　　（カフェもうやっこ内：関市元重町 74-1 長良川鉄道関駅横の喫茶店）
　　　　　　●関市役所　生活環境課窓口（9 月まで）

◆日時・場所
　・８月６日（水）１３：３０～１４：３０　桜ヶ丘ふれあいセンター　１階 会議室
　・８月７日（木）１３：３０～１４：３０　西部ふれあいセンター　   １階 会議室
◆募集人数　各会場３０人
◆対象　市内在住の方
◆受講料　２００円（材料費）
◆照会先　環境ネットせき　広瀬（☎ 080-5120-2103）、福田（☎ 29-0057）
　　　　　開催日前日までに電話で申し込み。（申し込み順で受付）

生ごみたい肥化装置等購入補助金
・生ごみ堆肥化容器（非電気式）　1 世帯 2 基まで　2 分の 1 以内（限度額 5,000 円）
・生ごみ堆肥化装置（電気式）　1 世帯 1 基まで　2 分の 1 以内（限度額 25,000 円）
・小枝落葉等粉砕機（ガーデンシュレッダー）　1 世帯 1 基まで　2 分の 1 以内（限度額 20,000 円）



いきいき 生き合い講座

対 象

定 員
場 所
　 　 　
　 　 　

時 間
受 講 料
申込方法

締め切り
申 込 先 ※最終回のみ木曜日です。

開講時間
定 員
受 講 料
募集方法

■

■
■

■
■
■

■
■

●
●
●
●

市内在住または在勤の 18歳以上の
方で、原則全回受講できる方	 	
40人	 	 	 	
中部学院大学・関キャンパス内
「ふれあいコラボ」教室
（桐ヶ丘 2丁目 1番地）	
※学内の一部施設（図書館、学生食
　堂など）も利用できます。	 	
午後１時３０分～３時３０分
無料	 	 	 	
はがきに必要事項（郵便番号、住所、
氏名、ふりがな、性別、年齢、電話
番号）を記入して郵送、または中央
公民館備え付けのはがきに記入して
応募してください。
8月 22日（金）必着	 	 	
〒 501-3802　関市若草通２丁目１
番地　中央公民館（☎ 23-7776）

土曜（9/6・9/20・10/25）午前１０時～正午　 木曜（10/9・11/13）午後７時～９時　
３０人。原則５回連続して受講。※ただし１回のみの受講も可。担当者への相談要。
無料
８月２０日（水）までに生涯学習課へ電話（☎２３－７７７７）

「日本一しあわせなまち」 を目指す関市と、
「人間の幸せを探求する」中部学院大学が連
携し、市民セミナーを開催します。講座を通
して自分を磨き、学びを地域につないでいき
ましょう！！

　「人権の世紀」といわれる今日、女性や高齢者、児童に対する虐待、体罰などの問題が多発し、
障がい者を取り巻く状況も大きく変わってきています。このような中、一人ひとりの人権が尊重さ
れ、地域でふれあい、安心して行動できる社会環境が求められています。「いきいき　生き合い講座」
を受講して、人権感覚を磨きませんか！

関市・中部学院大学・同短期大学部連携協定による共同企画（第１弾）

人権感覚を磨きませんか

回 期　日 講　座 講師（敬称略）

1 9／16（火）
「地域デビュー」　

～はじめの一歩～
人間福祉学部　
教授　飯尾　良英

2 9／30（火）
私を表現する
～暮らしの中の礼儀作法～

子ども学部　
准教授　柴崎　直人

3 10／  7（火） 心と体をほぐすストレッチング	  
看護リハビリテーション学部
准教授　西嶋　力

4 10／28（火） 介護の基本を学ぶ	  
社会福祉学科　
准教授　野村　敬子

5 11／  4（火） 長寿健康を目指して	  
中部学院大学副学長　
教授　葛谷　昌之

6 11／11（火）
食事と栄養
～普段の暮らしにできること～

幼児教育学科　
准教授　菊池　啓子

7 11／25（火） 家のパソコンでこんなことが出来る
経営学部　
准教授　中川　雅人

8 12／  2（火）
子どもから高齢者まで一緒に楽しむ
レク・ワーク体験

キャリア支援センター　
課長補佐　高柳　竜一

9 12／  9（火）
バス研修
岐阜市のボランティア活動から学ぶ

岐阜市ボランティア
センター

10 12／18（木） 私の体験・みんなの夢	
人間福祉学部　
教授　飯尾　良英

回 期日・会場 テーマ・学習内容 講　師

1
9月６日（土）
学習情報館
ギャラリー

よく生き合うということ－深く感じ、広く考える
　「人権・自由・平等・差別・偏見」という漢字二文字や「ストーカー・パワハラ・セクハラ」などのカタカナ語
から始めないで、「身近なところから深く感じ、広く考える」ことの大切さを、具体例とともに話します。

藤田　敬一
〔県人権懇話会会長〕

2
9月20日（土）
学習情報館
ギャラリー

インターネットと人権（インターネット安全教室）
　パソコン、スマホ、ＤＳなどのゲーム機・・・ネットの世界で何が起きているのでしょうか。子どもの未来
のためにも、情報社会で生きていく私たちのルールとマナーを考えてみましょう。

桐山由美子
〔ネットいじめ対応

アドバイザー〕

3
10月9日（木）
学習情報館
ギャラリー

心のバリアフリー「一本足のごっちゃん」
　自分の体験から絵本を使って、本当の生き方や本当の幸せ、心の豊かさを考えます。

後藤　政幸
〔絵本作家〕

4
10月25日（土）

学習情報館
ギャラリー

人権尊重の「心の絆」を結び合おう
　人権感覚がないと、相手の心を傷つける場合があります。日常生活における「言葉」の問題から、人権に
ついて考えてみましょう。「人権の詩」を朗読します。

桑原　律
〔ぎふ人権文化研究所

主宰・詩人〕

5
11月13日（木）

学習情報館
ギャラリー

東日本大震災を乗り越えて
　平成２３年、被災地の学校へ派遣された私は、さまざまな悲しみや辛さを乗り越え、力強く歩んでいる
多くの人々と出会いました。「命」「絆」の大切さについて考えます。

鷲見　隆司
〔黒野小学校教頭〕

関市民セミナー「シニア世代のための地域デビュー講座」
　　　～　自分みがき、はじめませんか　～

※講座の修了者には中部学院大学から修了証を授与します。

08広報せき 2014.8.1



09

文
芸
大
会
作
品
募
集

▼
短
歌
…
自
由
詠
一
人
一
首（
選
者
＝
近
松
壮
一
、

　

伊
藤
か
え
こ
）

▼
俳
句
…
秋
季
雑
詠
一
人
三
句
一
組
（
特
別
選
者

＝
櫂
未
知
子
、選
者
＝
清
水
青
風
、船
戸
成
良
、

後
藤
紀
夫
）

▼
川
柳
…
秋
季
雑
詠
一
人
二
句
（
選
者
＝
鵜
飼
道

楽
、
平
林
土
佐
子
）

▼
俚
謡
…
秋
季
雑
詠
一
人
三
章
一
組
（
選
者
＝
明

廼
家
松
花
、
加
納
勇
山
、
山
田
ヒ
サ
子
）

▼
狂
俳
…
「
秋
郊
」「
燃
え
る
」「
打
つ
」「
ふ
く
」

「
達
成
」
一
題
一
句　

五
句
一
組
限
り
（
選
者

＝
河
村
花
玉
、
佐
藤
香
雪
、
加
藤
晴
月
、
石

原
志
泉
、
松
田
照
右
）

▼
現
代
詩
…
題
材
自
由
一
人
二
編
以
内
（
選
者
＝

中
原
眞
理
夫
）

▼
短
歌
…
自
由
詠
一
人
一
首
（
選
者
＝
辻
絹
枝
、

　

堀
野
慎
吉
）

▼
俳
句
…
題
材
自
由
一
人
二
句
（
選
者
＝
木
戸
道

子
、
鈴
木
信
子
）

▼
川
柳
…
題
材
自
由
一
人
二
句
（
選
者
＝
鵜
飼
道

楽
、
平
林
土
佐
子
）

▼
現
代
詩
…
題
材
自
由
一
人
二
編
以
内
（
選
者
＝

伊
佐
地
哲
男
）
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照会先 文化課（☎ 24-6455　　24-6950）

○
山
野
草
展　

９
月
27
日
（
土
）・
28
日
（
日
）  

○
諸
流
い
け
ば
な
展　

9
月
28
日
（
日
）

○
盆
栽
展
一
部　

10
月
25
日
（
土
）・
26
日
（
日
）

○
邦
楽
・
獅
子
舞
大
会　

10
月
26
日
（
日
）

○
菊
花
展　

11
月
3
日
（
月
・
祝
）
〜
13
日
（
木
）

○
市
民
茶
会　

10
月
５
日
（
日
）

○
邦
楽
大
会　

11
月
２
日
（
日
）

○
盆
栽
展
二
部　

11
月
8
日
（
土
）・
9
日
（
日
）

○
文
芸
大
会　

11
月
9
日
（
日
）

○
洋
楽
祭　

11
月
16
日
（
日
）

◆
会
場　

関
市
文
化
会
館

◆
応
募
方
法

○
山
野
草
・
盆
栽
・
菊
花
展
に
出
展
ま
た
は
邦
楽
・

洋
楽
祭
に
出
演
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
８
月

20
日
（
水
）
ま
で
に
文
化
課
へ
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

○
文
芸
大
会
（
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
・
俚
謡
・
狂

俳
）
は
、部
門
ご
と
に
は
が
き
一
枚
を
使
用
し
、

は
が
き
の
表
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・

電
話
番
号
を
記
入
、
裏
面
に
は
作
品
の
頭
に

部
門
を
朱
書
き
す
る
。
文
芸
大
会
（
現
代
詩
）

は
原
稿
用
紙
を
使
用
。
９
月
19
日
（
金
）
ま

で
に
、
〒
5
0
1-
3
2
3
2　

関
市
桜
本

町
２
丁
目
30
番
地
１　

文
化
課
「
文
芸
大
会
」

係
へ
。
当
日
必
着
。

◆
出
品
部
門
と
規
格

○
日
本
画
…
6
号（
40
・
9

 cm
×
31
・
8

cm
）以

上
1
0
0
号（
1
6
2
・
1

cm
×
1
3
0
・

3
cm
）以
下
、軸
装
可
、ガ
ラ
ス
不
可
、屏
風
・

つ
い
立
て
不
可

○
洋
画
…
８
号
（
45
・
５ 

cm
×
37
・
９ 

cm
）

以
上
１
０
０
号
（
１
６
２
・
１ 

cm
×
１

3 

0
・
３ 

cm
）
以
下
、
油
彩
は
ガ
ラ
ス
・

ア
ク
リ
ル
不
可
、
版
画
に
限
り
４
号

（
33
・
４ 

cm
×
24
・
３ 

cm
）
可

○
彫
刻
・
彫
塑
…
1
7
0

cm
×
70 

cm
×

70  

cm
以
下
、重
量
1
0
0
kg
以
下

○
工
芸
…
展
示
で
き
る
よ
う
に
、
頑
丈
な
止

め
金
、
ひ
も
な
ど
を
つ
け
る
こ
と

○
写
真
…
4
ツ
切（
25
・
4

cm
×
30
・
5

cm
）

以
上
全
倍（
60
・
3

cm
×
90
・
3

cm
）ま
で
、

組
み
写
真
可
、ガ
ラ
ス
不
可

○
書
道
…
全
紙
（
1
3
5

cm
×
70  

cm
）・
8

尺
×
2
尺（
2
4
2

cm
×
61 

cm
）・
半
切

（
1
3
5

cm
×
35 

cm
）は
縦
に
限
る
（
ガ

ラ
ス
不
可
）
半
切
以
下
は
軸
装
可
、屏
風
・

つ
い
立
て
不
可

○
デ
ザ
イ
ン　

題
材
自
由
、
B
全
サ
イ
ズ

以
内
、
パ
ネ
ル
・
ボ
ー
ド
仕
立

○
華
道
…
制
限
な
し

◆
応
募
資
格　

15
歳
以
上（
中
学
生
を
除
く
）

◆
出
品
点
数　

各
部
門
一
人
一
点
、
た
だ
し

共
同
作
品
可

◆
出
品
料
・
審
査　

な
し

◆
申
込
方
法　

10
月
8
日（
水
）〜
10
日（
金
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
に
文
化
課
（
関

市
文
化
会
館
内
）
へ
連
絡

◆
会
場　

関
市
文
化
会
館

◆
搬
入　

10
月
23
日
（
木
）
午
前
9
時
〜

午
後
7
時
に
関
市
文
化
会
館
各
会
場
へ

◆
飾
り
付
け　

10
月
24
日
（
金
）
午
後
7

時
～
９
時

◆
開
場
式　

10
月
29
日
（
水
）
午
前
9
時

40
分
か
ら

◆
展
示
期
間　

10
月
25
日
（
土
）
〜
11
月
3

日
（
月
・
祝
）

◆
搬
出　

11
月
3
日
（
月
・
祝
）
午
後
4

時
〜
5
時

第59回

第64回

小
中
・
高
校
生
の
部

一
般
の
部



　

平
成
26
年
市
議
会
第
２
回
定
例
会
を
、
６
月

５
日
か
ら
６
月
25
日
ま
で
の
21
日
間
、
開
催
し

ま
し
た
。

　

こ
の
定
例
会
で
は
、
条
例
関
係
６
件
、
一
般

議
案
７
件
、
補
正
予
算
４
件
、
報
告
６
件
、
諮

問
１
件
、
推
薦
１
件
、
議
員
提
案
５
件
（
意
見

書
）、
そ
の
他
１
件
の
合
わ
せ
て
31
件
を
審
議

し
ま
し
た
。
審
議
日
程
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

▼
６
月
５
日
の
本
会
議
１
日
目
は
、
会
期
を
21

日
間
と
決
め
た
後
、
議
案
の
説
明
が
行
わ
れ
、

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
を
可
と
し
、
農
業
委
員

会
委
員
を
推
薦
し
ま
し
た
。

▼
13
日
の
本
会
議
２
日
目
は
、
議
案
に
対
す
る

質
疑
を
行
い
、
関
市
税
条
例
等
の
一
部
改
正
に

つ
い
て
な
ど
５
件
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

関
市
自
治
基
本
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
を
自

治
基
本
条
例
に
関
す
る
特
別
委
員
会
に
、
み
ん

な
が
輝
く
ま
ち
関
市
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例

の
制
定
に
つ
い
て
、
財
産
の
無
償
譲
渡
に
つ
い

て
（
市
有
林
の
立
木
の
持
分
10
分
の
１
）、
平

成
26
年
度
関
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）
な
ど
９
件
を
そ
れ
ぞ
れ
所
管
の
各
常
任
委

員
会
に
付
託
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
代
表
質
問
と
一
般
質
問
を
行
い
、

通
告
者
13
人
の
う
ち
４
人
が
、
当
局
の
姿
勢
や

方
針
に
つ
い
て
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

▼
16
日
の
本
会
議
３
日
目
は
、
５
人
が
一
般
質

問
を
行
い
ま
し
た
。

▼
17
日
の
本
会
議
４
日
目
は
、
４
人
が
一
般
質

問
を
行
い
ま
し
た
。

▼
18
日
～
20
日
は
各
常
任
委
員
会
及
び
自
治

基
本
条
例
に
関
す
る
特
別
委
員
会
で
付
託
案

件
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

▼
25
日
の
本
会
議
５
日
目
は
、
各
常
任
委
員
長

か
ら
付
託
案
件
の
委
員
会
審
査
結
果
の
報
告

が
行
わ
れ
、
採
決
の
結
果
、
各
委
員
長
の
報
告

ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
自
治
基
本
条
例
に

関
す
る
特
別
委
員
会
委
員
長
か
ら
、
付
託
さ
れ

た
議
案
に
つ
い
て
さ
ら
に
慎
重
に
審
査
す
る

た
め
、
閉
会
中
の
継
続
審
査
の
申
し
出
が
あ

り
、
採
決
の
結
果
、
委
員
長
の
申
し
出
ど
お
り
、

閉
会
中
の
継
続
審
査
を
承
認
し
ま
し
た
。
ま

た
、
追
加
議
案
２
件
を
可
決
し
た
の
ち
、
議
員

提
案
５
件
を
審
議
し
、
雇
用
の
安
定
を
求
め
る

意
見
書
、
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
容
認
に
関
す

る
慎
重
な
検
討
を
求
め
る
意
見
書
な
ど
４
件
を

可
決
し
、
集
団
的
自
衛
権
行
使
を
容
認
す
る
解

釈
改
憲
を
行
わ
な
い
こ
と
を
求
め
る
意
見
書
は

否
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
各
常
任
委
員
会
の

閉
会
中
の
継
続
調
査
を
承
認
し
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
に
付
議
さ
れ
た
案
件
を
す
べ
て
議

了
し
閉
会
し
ま
し
た
。

 

代
表
質
問

　
刃
物
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
回
廊

質
問　

進
捗
状
況
と
整
備
計
画
は

　

答
弁　

関
市
の
観
光
拠
点
と
し
て
、
北
は
フ

ェ
ザ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
東
は
春
日
神
社
、
南

は
長
良
川
鉄
道
、
西
は
刃
物
会
館
ま
で
を
対
象

と
し
た
基
本
計
画
を
ま
と
め
、
平
成
25
年
度
に

「
刃
物
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
回
廊
修
景
整
備
実
施
計

画
」
策
定
に
向
け
検
討
を
進
め
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
東
京
五
輪
開
催
の
２
０
２
０
年
と

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
開
通
の
２
０
２
７
年
を
目

標
年
度
と
し
て
、
段
階
的
に
整
備
を
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。　
　

　

本
年
度
は
、
桜
や
ホ
タ
ル
を
楽
し
み
な
が
ら

安
全
で
快
適
に
歩
け
る
よ
う
、
回
廊
の
一
部
で

あ
る
関
川
沿
い
の
遊
歩
道
を
整
備
す
る
ほ
か
、

濃
洲
関
所
茶
屋
周
辺
の
修
景
整
備
、
点
在
す
る

刃
物
・
ナ
イ
フ
関
連
資
料
館
の
移
転
整
備
な
ど

に
つ
い
て
、
可
能
性
を
調
査
し
て
い
き
ま
す
。

　
合
併
10
年

質
問　

合
併
10
周
年
記
念
事
業
は

　

答
弁　

こ
の
事
業
の
目
的
は
、
関
市
の
良
さ

と
魅
力
を
市
内
外
に
発
信
し
、
関
市
に
対
す
る
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
愛
着
感
の
高
揚
と
、
来
場
者

の
皆
さ
ん
の
認
知
度
や
好
感
度
の
高
揚
を
図
り
、

定
住
・
交
流
の
地
と
し
て
の
定
着
を
目
指
す
も

の
で
す
。
事
業
と
し
て
は
、
９
月
27
日
、
28
日

に
仮
称「
ご
当
地
キ
ャ
ラ
と
グ
ル
メ
フ
ェ
ス
タ
」

を
予
定
し
て
い
ま
す
し
、
来
年
２
月
15
日
に
は

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
の
公
開
放
送
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
本
年
度
予
定
し
て
い
ま
す
刃
物

ま
つ
り
や
関
シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
の
各
種
イ

ベ
ン
ト
に
つ
い
て
、「
関
市
合
併
10
周
年
記
念
」

を
冠
に
つ
け
、
年
間
を
通
し
て
、
節
目
で
あ
る

10
周
年
の
機
運
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
下
水
道
使
用
料
の
未
請
求

質
問　

未
請
求
の
原
因
と
再
発
防
止
は

　

答
弁　

本
年
３
月
と
５
月
に
賦
課
漏
れ
に
よ

る
下
水
道
使
用
料
の
未
請
求
事
例
が
発
生
し
ま

し
た
。
３
月
の
事
案
は
、
井
戸
水
使
用
の
集
合

住
宅
か
ら
１
室
の
み
上
水
道
に
切
り
替
え
た
い

と
申
し
込
み
を
受
け
ま
し
た
が
、
誤
っ
て
、
集

合
住
宅
全
室
を
井
戸
水
使
用
か
ら
上
水
道
使
用

に
変
更
し
た
こ
と
が
原
因
で
し
た
。
５
月
の
事

案
は
、
３
月
の
事
案
を
受
け
、
他
の
集
合
住
宅

市
議
会
第
2
回
定
例
会

関
市
自
治
基
本
条
例
案
を
継
続
審
査
へ
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に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
た
結
果
、
18
棟
の
集
合

住
宅
で
同
様
な
賦
課
漏
れ
の
あ
る
こ
と
が
判
明

し
た
も
の
で
す
。

　

今
後
は
、
集
合
住
宅
入
居
時
に
下
水
道
の
使

用
開
始
の
届
け
出
が
な
く
て
も
、
下
水
道
が
使

用
さ
れ
て
い
れ
ば
使
用
料
を
請
求
で
き
る
シ
ス

テ
ム
を
構
築
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

一
般
質
問

　
人
口
減
少

質
問　

人
口
減
少
対
策
は

　

答
弁　

定
住
を
促
す
た
め
に
は
、
総
合
的
に

優
れ
た
居
住
環
境
が
必
要
で
す
。
若
い
世
代
の

方
に
は
、
子
育
て
支
援
、
教
育
環
境
、
医
療
に

関
す
る
施
策
が
重
要
で
あ
り
、
様
々
な
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
取
り
組
み
を
さ
ら

に
強
化
し
、
ま
た
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
こ
と
も
大
切

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

特
に
、
子
育
て
世
代
の
女
性
か
ら
意
見
を
聞

い
た
り
、
時
代
を
担
う
学
生
や
、
市
内
の
企
業

に
勤
め
る
結
婚
前
の
女
性
か
ら
も
、
定
住
の
た

め
の
必
要
な
施
策
に
つ
い
て
、
ご
意
見
を
聞
く

こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
車
座
集
会

や
懇
談
会
だ
け
で
な
く
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、

ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
、
若
い
女
性
が
興
味
を
も
つ

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
つ
つ
、
そ
こ
で
出
さ
れ
た

意
見
を
市
政
に
反
映
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
き

ま
す
。

　
中
池
公
園

質
問　

芝
生
管
理
の
状
況
は

　

答
弁　

グ
リ
ー
ン
・
フ
ィ
ー
ル
ド
中
池
の
芝

生
は
決
し
て
良
い
状
態
で
は
な
く
、
ご
利
用
の

皆
さ
ん
に
は
、
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
て
い
ま
す
。

芝
生
の
悪
化
は
、
天
然
芝
の
競
技
場
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
利
用
件
数
の
増
加
に
よ
る
使
用
頻
度

の
多
さ
が
主
な
原
因
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
夏
場
を
中
心
に
長
期
間
の
養
生
期
間

を
も
う
け
る
ほ
か
、
今
後
は
芝
生
管
理
業
者
と

さ
ら
に
連
絡
調
整
を
密
に
し
、
作
業
の
進
捗
状

況
や
芝
生
の
状
態
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
職

員
を
研
修
会
に
派
遣
し
た
り
専
門
家
に
指
導
を

受
け
る
な
ど
の
機
会
を
設
け
対
応
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
林
業
振
興

質
問　

展
望
と
課
題
は

　

答
弁　

県
内
で
製
材
工
場
や
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
発
電
事
業
が
操
業
予
定
で
あ
り
、
今
後
、

木
材
需
要
の
高
ま
り
が
期
待
で
き
る
た
め
、
関

市
も
こ
の
好
機
を
林
業
振
興
に
結
び
付
け
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
市
内
の
林
業
従

事
者
の
高
齢
化
が
進
み
、
担
い
手
不
足
が
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
木
材
供
給
側
の
体
制
整
備

の
た
め
、
小
規
模
な
林
業
事
業
者
に
対
し
て
も

間
伐
を
促
進
す
る
ほ
か
、
安
全
に
早
く
安
く
木

材
を
搬
出
で
き
る
機
器
の
導
入
支
援
を
検
討
し

て
い
く
考
え
で
す
。

　

ま
た
、
林
業
振
興
の
た
め
の
木
質
バ
イ
オ
マ

ス
活
用
推
進
は
、
発
電
所
等
大
規
模
施
設
整
備

に
つ
い
て
は
、
必
要
と
な
る
木
材
確
保
が
難
し

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
小
規
模
な
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
活
用
環
境
整
備
は
可
能
で

あ
る
と
考
え
ま
す
の
で
、
昨
年
か
ら
は
じ
め
ま

し
た
「
木
の
駅
」
と
同
様
の
仕
組
み
に
よ
り
森

林
か
ら
木
材
を
搬
出
し
、
加
工
後
流
通
を
図
り
、

一
般
家
庭
を
中
心
に
薪
ス
ト
ー
ブ
や
ペ
レ
ッ
ト

ス
ト
ー
ブ
の
普
及
を
促
進
す
る
補
助
事
業
を
検

討
し
、
市
内
で
生
産
さ
れ
た
木
材
を
市
内
で
活

用
す
る
「
地
産
地
消
事
業
」
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

　
ヘ
ル
ス
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業

質
問　

事
業
の
概
要
と
目
的
は

　

答
弁　

６
月
か
ら
新
し
く
ス
タ
ー
ト
し
た

「
せ
き
＊
し
あ
わ
せ
ヘ
ル
ス
マ
イ
レ
ー
ジ
」
事

業
は
、
が
ん
検
診
や
特
定
健
診
、
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
大
会
、
健
康
講
演
会
な
ど
、
各
種
健
康
に
か

か
わ
る
事
業
に
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
方
に
ポ

イ
ン
ト
を
付
与
し
、
そ
の
合
計
が
30
ポ
イ
ン
ト

貯
ま
り
ま
し
た
ら
、
応
募
い
た
だ
き
、
抽
選
で

関
市
の
特
産
品
や
健
康
グ
ッ
ズ
な
ど
が
当
た
る

と
い
う
も
の
で
す
。
賞
品
は
、
事
業
の
趣
旨
に

賛
同
い
た
だ
い
た
企
業
や
飲
食
店
な
ど
か
ら
提

供
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
な
が

ら
、
関
市
全
体
が
健
康
に
な
っ
て
い
く
こ
と
を

め
ざ
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
動
物
愛
護

質
問　

殺
処
分
減
少
の
取
り
組
み
は

　

答
弁　

市
で
は
、
広
報
や
集
団
狂
犬
病
予
防

注
射
の
際
に
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
て
終
生

適
正
飼
育
の
啓
発
を
図
っ
て
い
ま
す
が
、
不
妊

や
去
勢
の
手
術
を
す
る
こ
と
も
訴
え
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
全
国
で
は
、
殺
処
分
の

減
少
を
進
め
る
た
め
、
ペ
ッ
ト
の
避
妊
手
術
費

用
の
補
助
を
行
っ
て
い
る
自
治
体
も
あ
り
ま
す
。

県
内
で
は
４
市
町
で
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
今

後
、
他
市
等
の
状
況
を
研
究
し
参
考
に
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

質
問　

今
後
の
活
用
は

　

答
弁　

介
護
保
険
法
の
改
正
に
よ
り
、
元
気

な
高
齢
者
と
二
次
予
防
事
業
対
象
者
の
方
を
、

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
介
護
予
防
と
し
て
日
常

生
活
支
援
総
合
事
業
に
取
り
込
ん
で
い
く
こ
と

が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
そ
の
た
め
、
地
域

福
祉
活
動
拠
点
と
な
る
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
、

通
い
の
場
、
高
齢
者
の
居
場
所
と
し
て
充
実
し
、

地
域
支
援
事
業
の
充
実
を
図
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
は
元
気
な
高
齢

者
に
対
す
る
筋
力
ア
ッ
プ
の
体
操
教
室
や
介
護

サ
ー
ビ
ス
事
業
者
に
実
施
委
託
を
し
て
い
る

「
は
つ
ら
つ
教
室
」
な
ど
を
各
地
域
に
拡
大
し

実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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安
全
・
安
心
な
教
育
環
境

質
問　

携
帯
電
話
・
ス
マ
ホ
の
ル
ー
ル
づ
く
り

は
　

答
弁　

児
童
生
徒
の
ネ
ッ
ト
に
よ
る
ト
ラ

ブ
ル
は
今
後
、
増
加
し
て
い
く
こ
と
が
危
惧
さ

れ
て
い
ま
す
。
関
市
を
は
じ
め
、
県
内
お
よ
び

全
国
的
な
取
り
組
み
は
、
ス
マ
ホ
や
携
帯
電
話

な
ど
の
通
信
機
器
の
正
し
い
使
い
方
に
つ
い
て
、

児
童
生
徒
や
保
護
者
に
研
修
会
や
通
知
文
書
に

よ
っ
て
指
導
や
お
願
い
を
し
て
い
る
の
が
現
状

で
す
が
、
成
果
は
上
が
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

今
年
度
、
愛
知
県
刈
谷
市
が
開
始
し
た
取
り

組
み
を
参
考
に
、
関
市
に
お
い
て
も
Ｐ
Ｔ
Ａ
連

合
会
、
青
少
年
健
全
育
成
協
議
会
、
小
中
校
長

会
が
連
携
し
て
、
児
童
生
徒
が
夜
９
時
以
降
に

使
用
し
な
い
よ
う
、
保
護
者
が
携
帯
電
話
や
ス

マ
ホ
を
預
か
る
な
ど
の
内
容
の
依
頼
文
書
を
、

保
護
者
へ
発
送
す
る
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
学
校
区

質
問　

安
桜
小
校
区
と
中
学
校
区
は

　

答
弁　

１
つ
の
小
学
校
の
児
童
が
、
２
つ
の

中
学
校
へ
分
か
れ
て
進
学
す
る
小
学
校
は
、
市

内
で
は
安
桜
小
学
校
１
校
の
み
で
あ
り
、
他
の

学
校
と
は
環
境
が
異
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
進
学
し
た
際
に
生
徒
が
ク
ラ
ス
に
な
じ
み

易
い
よ
う
に
、
安
桜
小
学
校
と
桜
ヶ
丘
中
学
校

が
連
携
し
て
、
中
学
校
１
学
年
の
ク
ラ
ス
編
成

時
に
配
慮
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
児
童
生
徒

の
個
々
の
具
体
的
な
状
況
に
よ
っ
て
は
、
保
護

者
か
ら
の
申
し
出
及
び
学
校
長
の
意
見
書
な
ど

に
基
づ
き
、
指
定
区
域
外
通
学
を
承
認
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　
生
活
保
護
行
政

質
問　

就
労
支
援
員
の
実
績
と
評
価
は

　

答
弁　

平
成
25
年
度
の
実
績
と
し
て
は
、
就

労
に
関
す
る
相
談
支
援
が
74
人
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
へ
の
同
行
支
援
が
55
人
、
事
業
所
面
接
同
行

支
援
が
22
人
で
し
た
。
そ
し
て
、
生
活
困
窮
ま

た
は
生
活
保
護
か
ら
自
立
に
つ
な
が
っ
た
方
が

31
人
で
、
こ
の
う
ち
生
活
保
護
の
廃
止
に
至
っ

た
方
は
21
人
で
し
た
。
年
度
当
初
の
目
標
で
あ

る
30
人
と
い
う
数
字
か
ら
見
て
も
、
一
定
の
評

価
が
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
就
労
支

援
員
は
、
生
活
保
護
受
給
者
に
対
す
る
就
労
意

欲
の
向
上
や
自
立
の
た
め
の
就
労
指
導
を
は
じ

め
、
失
業
な
ど
で
生
活
に
不
安
の
あ
る
方
々
に

対
し
て
も
就
労
支
援
を
行
っ
て
お
り
、
今
後
も

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
な
ど
と
連
携
し
な
が
ら
、
就
労

問
題
の
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
学
校
教
育
の
考
え
方

質
問　

小
中
学
校
の
学
期
制
は

　

答
弁　

関
市
で
は
、
全
て
の
小
中
学
校
で
３

期
制
を
実
施
し
、
長
期
休
業
を
学
期
の
区
切
り

と
し
て
い
ま
す
。
児
童
生
徒
が
短
い
ス
パ
ン
で

目
標
設
定
を
し
た
方
が
力
を
発
揮
し
や
す
い
こ

と
か
ら
、
学
期
ご
と
に
学
習
の
ま
と
め
を
行
い
、

定
期
考
査
な
ど
で
定
着
度
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
生
活
面
の
指
導
に
つ
い
て
も
夏
休
み
、

冬
休
み
を
は
さ
ん
で
学
期
の
け
じ
め
を
つ
け
る

こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

考
え
に
基
づ
き
、
こ
れ
ま
で
関
市
で
は
３
期
制

を
継
続
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
今
後
に
つ
い
て
は
、
２
期
制
の
メ

リ
ッ
ト
と
学
校
の
実
態
を
考
慮
し
、
２
期
制
に

し
た
い
と
い
う
要
望
も
で
て
く
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
の
で
、
検
討
課
題
と
し
て
対
応
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

審
議
の
結
果

◎
６
月
5
日
可
・
推
薦
分

▼
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
（
可
）

新
任　

須
甲
俊
憲
、
本
多
道
行

※
任
期
３
年

▼
関
市
農
業
委
員
会
委
員
（
推
薦
）

再
任　

川
村
信
子
、
岩
田
幸
子

新
任　

漆
畑
和
子
、
後
藤
信
一

※
任
期
３
年

◎
６
月
13
日
可
決
・
報
告
分

▼
関
市
税
条
例
等
の
一
部
改
正
▼
関
市
地
区
公

民
セ
ン
タ
ー
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
▼
関
市
都
市
公
園
条
例
の
一
部
改
正

▼
関
市
地
区
体
育
館
条
例
の
一
部
改
正
▼
財
産

の
無
償
譲
渡
（
関
市
洞
戸
小
瀬
見
集
会
場
）
▼

平
成
25
年
度
関
市
一
般
会
計
繰
越
明
許
費
繰
越

計
算
書
の
報
告
▼
平
成
25
年
度
関
市
一
般
会
計

事
故
繰
越
し
繰
越
計
算
書
の
報
告
▼
平
成
25
年

度
関
市
特
別
会
計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
の

報
告
《
下
水
道
、
食
肉
セ
ン
タ
ー
事
業
、
介
護

保
険
事
業
》
▼
平
成
25
年
度
関
市
上
水
道
事
業

会
計
予
算
繰
越
計
算
書
の
報
告

◎
６
月
25
日
可
決
・
承
認
分

▼
み
ん
な
が
輝
く
ま
ち
関
市
男
女
共
同
参
画
推

進
条
例
の
制
定
▼
平
成
26
年
度
関
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）
▼
平
成
26
年
度
関
市
特

別
会
計
補
正
予
算
《
農
業
集
落
排
水
事
業
（
第

１
号
）、
介
護
保
険
事
業
（
第
１
号
）、
簡
易
水

道
事
業
（
第
１
号
）》
▼
財
産
の
無
償
譲
渡
（
市

有
林
の
立
木
の
持
分
10
分
の
１
）
▼
財
産
の
無

償
譲
渡
（
財
産
区
有
林
の
立
木
の
持
分
10
分
の

１
）（
議
案
第
46
号
）
▼
財
産
の
無
償
譲
渡
（
財

産
区
有
林
の
立
木
の
持
分
10
分
の
１
）（
議
案

第
47
号
）
▼
財
産
の
無
償
譲
渡
（
財
産
区
有
林

の
立
木
の
持
分
10
分
の
１
）（
議
案
第
48
号
）

▼
財
産
の
取
得
（
小
型
動
力
ポ
ン
プ
積
載
車
）

▼
財
産
の
取
得
（
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
）
▼
雇

用
の
安
定
を
求
め
る
意
見
書
▼
「
手
話
言
語
法
」

制
定
を
求
め
る
意
見
書
▼
農
協
改
革
案
の
再
検

討
を
求
め
る
意
見
書
▼
集
団
的
自
衛
権
の
行
使

容
認
に
関
す
る
慎
重
な
検
討
を
求
め
る
意
見
書

▼
各
常
任
委
員
会
の
閉
会
中
の
継
続
調
査

◎
６
月
25
日
否
決
分

▼
集
団
的
自
衛
権
行
使
を
容
認
す
る
解
釈
改
憲

を
行
わ
な
い
こ
と
を
求
め
る
意
見
書

◎
継
続
審
査
分

▼
関
市
自
治
基
本
条
例
の
制
定

※
次
回
の
平
成
26
年
第
３
回
定
例
会
は
、

９
月
２
日
（
火
）
に
開
会
予
定
で
す
。

◆
関
市
議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か

　

議
会
は
ど
な
た
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
本
会
議
開
会
時
間
の
み
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
お
い
て
市
議
会
ラ
イ
ブ
中
継
を
放
送

し
て
い
ま
す
の
で
、
こ
ち
ら
も
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
議
員
の
質
問
に
つ
い
て
は
、
録

画
配
信
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
照
会
先　

議
会
事
務
局 

☎
23
―
９
０
６
８
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